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Site Recovery Managerを使用して、ディザスタリ
カバリの設定を管理します

Site Recovery Manager（SRM）とVMwareのSite Recovery Manager（SRM）を使用し
て、vCenter Serverでディザスタリカバリの設定を作成および管理できます。

このリリースのVASA Providerには、Storage Replaction Adapter（SRA）の機能が組み込まれています。デー
タセンターで VVOL データストアを設定している場合は、 VVOL データストアのリカバリ用に、ディザスタ
リカバリ用に SRA を別途インストールする必要はありません。Site Recovery Manager（SRM）で、保護対
象サイトとリカバリサイトをペアリングする必要があります。サイトをペアリングしたら、 SRM の次の設定
作業としてアレイペアを設定します。アレイペアにより、 SRM がストレージシステムと通信してデバイスと
デバイスのレプリケーションを検出できるようになります。アレイペアを設定する前に、まず SRM でサイト
ペアを作成する必要があります。

仮想マシンストレージポリシーを設定

VVOL データストアで設定されている仮想マシンを管理し、仮想ディスクのレプリケー
ションなどのサービスを有効にするには、 VM ストレージポリシーを設定する必要があ
ります。従来のデータストアの場合、これらの VM ストレージポリシーの使用は任意で
す。

このタスクについて

vSphere Web Client には、デフォルトのストレージポリシーが用意されています。ただし、ポリシーを作成
して仮想マシンに割り当てることは可能です。

手順

1. vSphere Clientページで、[menu:[Policies and Profiles]の順にクリックします。

2. [MENU]：[VMストレージポリシーの作成]をクリックします。

3. Create VM Storage Policy ページで、次の詳細を指定します。

a. VM ストレージポリシーの名前と概要を入力します。

b. 「 NetApp clustered Data ONTAP.VP.Vvol 」ストレージ * に対してルールを有効にするを選択しま
す。

c. 配置（Placement）*タブで、必要なストレージ機能プロファイルを選択します。

d. レプリケーションを有効にするには、 * Custom * オプションを選択します。

e. [Add rule*]をクリックして[* Asynchronous * replication and Required * SnapMirror Schedule]を選択
し、[* next]をクリックします。

f. 表示された互換性のあるデータストアを確認し、[ストレージ互換性]タブで[次へ]をクリックします。

データ保護 FlexVol ボリュームを含む vVol データストアの場合、互換性のあるデータストアのチェッ
クは実行されません。

4. [Review and Finish] * タブで選択した VM ストレージポリシーを確認し、 [Finish （完了） ] をクリックし
ます。
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保護グループを設定します

保護対象サイトで仮想マシンのグループを保護するには、保護グループを作成する必要
があります。

作業を開始する前に

ソースとターゲットの両方のサイトで以下を設定する必要があります。

• 同じバージョンの SRM がインストールされています

• レプリケーションを有効にしてデータストアをマウントした VVOL データストアがある

• 類似するストレージ機能プロファイル

• レプリケーション機能がある同様の仮想マシンストレージポリシーを SRM でマッピングする必要があり
ます

• 仮想マシン

• 保護対象サイトとリカバリサイトのペアリング

• ソースとデスティネーションのデータストアをそれぞれのサイトにマウントする必要があります

手順

1. vCenter Serverにログインして、[MENU]、[Site Recovery [Protection Groups]の順にクリックします。

2. [* 保護グループ * ] ウィンドウ枠で、 [ * 新規 * ] をクリックします。

3. 保護グループの名前と概要、方向を指定し、 * 次へ * をクリックします。

4. [ * タイプ * （ * Type * ） ] フィールドで、次のいずれかを選択します。

用途 タイプフィールドオプション…

従来のデータストア データストアグループ（アレイベースのレプリケー
ション）

• VVOLデータストア* 仮想ボリューム（ VVol レプリケーション）

フォールトドメインは、レプリケーションが有効になっている SVM だけです。ピアリングしか実装され
ておらず、問題がない SVM が表示されています。

5. [レプリケーショングループ]タブで、有効なアレイペアまたは仮想マシンを構成したレプリケーショング
ループのいずれかを選択し、[次へ*]をクリックします。

レプリケーショングループ上のすべての仮想マシンが保護グループに追加されます。

6. 既存のリカバリプランを選択するか、または新しいリカバリプランに追加 * をクリックして新しいプラン
を作成します。

7. [完了準備完了*]タブで、作成した保護グループの詳細を確認し、[完了*]をクリックします。
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保護対象サイトとリカバリサイトをペアリング

Storage Replication Adapter （ SRA ）でストレージシステムを検出できるようにするに
は、作成された保護対象サイトとリカバリサイトを vSphere Client を使用してペアリン
グする必要があります。

作業を開始する前に

• 保護対象サイトとリカバリサイトに Site Recovery Manager （ SRM ）がインストールされている必要が
あります。

• 保護対象サイトとリカバリサイトに SRA がインストールされている必要があります。

このタスクについて

SnapMirror のファンアウト構成は、ソースボリュームが 2 つの異なるデスティネーションにレプリケートさ
れる構成です。これらの構成では、 SRM が仮想マシンをデスティネーションからリカバリする必要がある場
合、リカバリ中に問題が発生します。

Storage Replication Adapter （ SRA ）では、ファンアウト SnapMirror 構成がサポートされま
せん。

手順

1. vSphere Client のホームページで [ サイトのリカバリ ] をダブルクリックし、 [ サイト ] をクリックしま
す。

2. [メニュー]、[アクション]、[サイトのペアリング]の順にクリックします。

3. [ペアサイトリカバリマネージャサーバー*]ダイアログボックスで、保護サイトのプラットフォームサービ
スコントローラーのアドレスを入力し、[次へ*]をクリックします。

4. 「* vCenter Serverの選択*」セクションで、次の操作を行います。

a. 保護対象サイトの vCenter Server が対応するペア候補として表示されていることを確認します。

b. SSO 管理クレデンシャルを入力し、 [* 終了 * ] をクリックします。

5. プロンプトが表示されたら、 [ はい ] をクリックしてセキュリティ証明書を受け入れます。

結果

保護対象サイトとリカバリサイトの両方が [ オブジェクト ] ダイアログボックスに表示されます。

保護対象サイトとリカバリサイトのリソースを設定

保護対象サイトの各リソースがリカバリサイトの適切なリソースにマッピングされるよ
うに、両方のサイトで VM ネットワーク、 ESXi ホスト、フォルダなどのリソースマッ
ピングを設定する必要があります。

次のリソースの設定を行う必要があります。

• ネットワークマッピング

• フォルダマッピング
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• リソースマッピング

• プレースホルダデータストア

ネットワークマッピングを設定します

保護対象サイトとリカバリサイトの間の通信を有効にするには、それらのサイトのネッ
トワークをマッピングする必要があります。

作業を開始する前に

保護対象サイトとリカバリサイトが接続されている必要があります。

手順

1. vCenter Serverにログインして、[MENU: Site Recovery [Sites]をクリックします。

2. 保護されたサイトを選択し、 * 管理 * をクリックします。

3. [ 管理 ] タブで、 [ ネットワークマッピング *] を選択します。

4.

をクリックします  アイコンをクリックして、新しいネットワークマッピングを作成します。

Create Network Mapping ウィザードが表示されます。

5. Create Network Mapping ウィザードで、次の手順を実行します。

a. [ 一致する名前を持つネットワークのマッピングを自動的に準備する *] を選択し、 [ 次へ *] をクリッ
クします。

b. 保護サイトとリカバリサイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、 * マッピングの追加 *

をクリックします。

c. マッピングが正常に作成されたら、 * 次へ * をクリックします。

d. 以前にリバースマッピングを作成するために使用したオブジェクトを選択し、 [ 完了 ] をクリックしま
す。

結果

[ ネットワークマッピング ] ページには、保護対象サイトのリソースとリカバリサイトのリソースが表示され
ます。環境内の他のネットワークについても、同じ手順を実行します。

フォルダマッピングを設定します

保護対象サイトとリカバリサイトの間の通信を有効にするには、それらのサイトのフォ
ルダをマッピングする必要があります。

作業を開始する前に

保護対象サイトとリカバリサイトが接続されている必要があります。

手順

1. vCenter Serverにログインして、[サイト]メニューの[サイトのリカバリ]をクリックします。

2. 保護されたサイトを選択し、 * 管理 * をクリックします。
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3. [ 管理 ] タブで、 [ * フォルダーマッピング * ] を選択します。

4. をクリックします  アイコンをクリックして、新しいフォルダマッピングを作成します。

Create Folder Mapping ウィザードが表示されます。

5. Create Folder Mapping *ウィザードで、次の手順を実行します。

a. [ 一致する名前を持つフォルダのマッピングを自動的に準備する *] を選択し、 [ 次へ *] をクリックし
ます。

b. 保護サイトとリカバリサイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、 * マッピングの追加 *

をクリックします。

c. マッピングが正常に作成されたら、 * 次へ * をクリックします。

d. 以前にリバースマッピングを作成するために使用したオブジェクトを選択し、 [ 完了 ] をクリックしま
す。

結果

[フォルダマッピング]ページには、保護対象サイトのリソースとリカバリサイトのリソースが表示されます。
環境内の他のネットワークについても、同じ手順を実行します。

リソースマッピングを設定する

保護対象サイトとリカバリサイトのリソースをマッピングして、あるホストグループま
たは別のホストグループに仮想マシンがフェイルオーバーされるように設定する必要が
あります。

作業を開始する前に

保護対象サイトとリカバリサイトが接続されている必要があります。

このタスクについて

[NOTE]

====

Site Recovery Manager （ SRM ）のリソースには、リソースプール、 ESXi ホスト、

vSphere クラスタがあります。

====

.手順

. vCenter Serverにログインして、[サイト]メニューの[サイトのリカバリ

]をクリックします。

. 保護されたサイトを選択し、 * 管理 * をクリックします。

. [ 管理 ] タブで、 [ * リソースマッピング * ] を選択します。

. をクリックします image:../media/new-resource-mappings.gif[""]

アイコンをクリックして、新しいリソースマッピングを作成します。

+

Create Resource Mapping ウィザードが表示されます。

. Create Resource Mapping *ウィザードで、次の手順を実行します。
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+

.. [ 一致する名前を持つリソースのマッピングを自動的に準備する *] を選択し、 [ 次へ *]

をクリックします。

.. 保護サイトとリカバリサイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、 *

マッピングの追加 * をクリックします。

.. マッピングが正常に作成されたら、 * 次へ * をクリックします。

.. 以前にリバースマッピングを作成するために使用したオブジェクトを選択し、 [ 完了 ]

をクリックします。

.結果
リソースマッピングページには、保護対象サイトリソースとリカバリサイトリソースが表示されま

す。環境内の他のネットワークについても、同じ手順を実行します。

[[IDedc48c3d8e18b02a5f780487ecfeefc6]]

= ストレージポリシーをマッピングする

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./manage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

リカバリ計画でリカバリされた仮想マシンをマッピングに基づいて適切なデータストアに配置する
には、保護対象サイトのストレージポリシーをリカバリサイトのストレージポリシーにマッピング

する必要があります。リカバリサイトで仮想マシンのリカバリが完了すると、マッピングされた VM

ストレージポリシーが仮想マシンに割り当てられます。

.手順

. vSphere Clientで、[MENU]、[Site Recovery]の順にクリックします。

. [サイトペア*]タブで、[メニュー：[ストレージポリシーマッピングの構成]をクリックします。

. 必要なサイトを選択し、 * New * をクリックして新しいマッピングを作成します。

. オプション * Automatically prepare mappings for storage policies with

matching names * を選択し、 * next* をクリックします。

+

SRM

は、同じ名前のストレージポリシーがリカバリサイトに存在する保護対象サイト上のストレージポ
リシーを選択します。ただし、手動マッピングオプションを選択した場合は、複数のストレージポ

リシーを選択できます。

. [ マッピングの追加 * ] をクリックし、 [ 次へ * ] をクリックします。

. [ * リバースマッピング * （ * Reverse mapping * ） ]
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セクションで、マッピングに必要なチェックボックスを選択し、 [ * 次へ * （ * next * ）

] をクリックします。

. [ 完了準備完了（ * Ready to Complete ） ] セクションで選択内容を確認し、 [ 完了（

* Finish ） ] をクリックします。

[[IDfe49984241792a5626485c589f1f9aa3]]

= プレースホルダデータストアを設定します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./manage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プレースホルダデータストアを設定して、リカバリサイトの vCenter

インベントリに保護対象の仮想マシン（ VM

）用の場所を確保する必要があります。プレースホルダ VM はサイズが小さく、数百 KB

以下なので、大容量のプレースホルダデータストアは必要ありません。

.作業を開始する前に

* 保護対象サイトとリカバリサイトが接続されている必要があります。

* リソースマッピングの設定が完了している必要があります。

.手順

. vCenter Serverにログインして、[サイト]メニューの[サイトのリカバリ

]をクリックします。

. 保護されたサイトを選択し、 * 管理 * をクリックします。

. [ 管理 ] タブで、 [ プレースホルダデータストア ] を選択します。

. をクリックします image:../media/new-placeholder-datastore.gif[""]

アイコンをクリックして、新しいプレースホルダデータストアを作成します。

. 適切なデータストアを選択し、「 * OK 」をクリックします。

+

[NOTE]

====

プレースホルダデータストアはローカルまたはリモートに作成し、レプリケートはしないでくださ

い。

====

. 手順 3~5 を繰り返して、リカバリサイトにプレースホルダデータストアを設定します。
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[[IDf58c2c53a55263c9a507bd9fad305cc4]]

= アレイマネージャを使用して SRA を設定する

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./manage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Site Recovery Manager（SRM）の* Array Manager *ウィザードを使用してStorage

Replication Adapter（SRA）を設定し、SRMとStorage Virtual Machine（

SVM）が連携できるようにすることができます。

.作業を開始する前に

* SRM で保護対象サイトとリカバリサイトをペアリングしておく必要があります。

* アレイマネージャを設定する前に、ストレージを設定しておく必要があります。

* 保護対象サイトとリカバリサイト間の SnapMirror

関係を設定およびレプリケートしておく必要があります。

* マルチテナンシーを有効にするには、 SVM 管理 LIF を有効にしておく必要があります。

.このタスクについて

SRA では、クラスタレベルの管理と SVM
レベルの管理がサポートされます。クラスタレベルでストレージを追加する場合は、クラスタ内の

すべての SVM を検出し、それらに対して処理を実行できます。SVM

レベルでストレージを追加する場合は、特定の SVM だけを管理できます。

[NOTE]

====

VMware では、 SRM に対して NFS4.1 プロトコルがサポートされません。

====

.手順

. SRM で、 [* Array Managers* ] をクリックし、 [* Add Array Manager* ]

をクリックします。

. 次の情報を入力して、 SRM でアレイを指定します。

+

.. [*Display Name*] フィールドに、アレイマネージャを識別する名前を入力します。

.. 「 * SRA Type * 」フィールドで、「 * ONTAP 向け NetApp Storage Replication

Adapter 」を選択します。

.. クラスタまたは SVM への接続情報を入力します。

+

*** クラスタに接続する場合は、クラスタ管理 LIF を入力する必要があります。

*** SVM に直接接続する場合は、 SVM 管理 LIF の IP アドレスを入力する必要があります。

+

[NOTE]

8



====

アレイマネージャを設定するときは、Virtual Storage Consoleの* Storage Systems

*メニューでストレージシステムの追加に使用したストレージシステムと同じ接続とクレデンシャル

を使用する必要があります。たとえば、アレイマネージャの設定対象が SVM である場合、 VSC

下のストレージは SVM レベルで追加する必要があります。

====

.. クラスタに接続する場合は、 SVM の名前を * SVM 名 * フィールドに入力します。

+

このフィールドは空白のままにすることもできます。

.. *オプション：* Volume include list

*フィールドに、検出するボリュームを入力します。

+

保護対象サイトではソースボリュームを、リカバリサイトではレプリケートされたデスティネーシ

ョンボリュームを入力できます。ボリューム名は完全な名前でもその一部でも構いません。

+

たとえば、volume_dst_vol1とSnapMirror関係にあるvolume_src_vol1_を

検出する場合は、保護対象サイトのフィールドでsrc_src_src_vol1_inを指定し、リカバリサイ

トのフィールドで_dst_vol1_inを指定する必要があります。

.. *オプション：* Volume exclude list

*フィールドに、検出対象から除外するボリュームを入力します。

+

保護対象サイトではソースボリュームを、リカバリサイトではレプリケートされたデスティネーシ

ョンボリュームを入力できます。ボリューム名は完全な名前でもその一部でも構いません。

+

たとえば、 volume_dst_vol1 と SnapMirror 関係にある volume_src_vol1_を

除外する場合は、保護対象サイトのフィールドで src_src_src_vol1_in

を指定し、リカバリサイトのフィールドで _dst_vol1_in を指定する必要があります。

.. クラスタレベルのアカウントまたはSVMレベルのアカウントのユーザ名を「* Username

*」フィールドに入力します。

.. ユーザー・アカウントのパスワードを [*Password*] フィールドに入力します

. 「 * 次へ * 」をクリックします。

. アレイが検出され、* Add Array

Manager*ウィンドウの下部に表示されていることを確認します。

. [ 完了 ] をクリックします。

.完了後
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適切な SVM 管理 IP

アドレスとクレデンシャルを使用して、リカバリサイトでも同じ手順を実行します。Add Array

Manager*ウィザードの*アレイペアの有効化*画面で、正しいアレイペアが選択されていること、

および有効にする準備ができたことを確認する必要があります。

:leveloffset: -1

[[ID4f95a2a635998319c274199b3fd9932c]]

= レプリケートされたストレージシステムを検証する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./manage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

SRA

を設定したら、保護対象サイトとリカバリサイトが正常にペアリングされていることを確認してく
ださい。レプリケートされたストレージシステムが保護対象サイトとリカバリサイトの両方から検

出可能である必要があります。

.作業を開始する前に

* ストレージシステムを設定しておく必要があります。

* SRM

アレイマネージャを使用して、保護対象サイトとリカバリサイトをペアリングしておく必要があり

ます。

* SRA のテストフェイルオーバー処理とフェイルオーバー処理を実行する前に、 FlexClone と

SnapMirror のライセンスを有効にしておく必要があります。

.手順

. vCenter Server にログインします。

. [サイトリカバリ][アレイベースのレプリケーション]メニューに移動します。

. 必要なSVMを選択し、*アレイペア*で対応する詳細を確認します。

+

保護対象サイトとリカバリサイトで '

ステータスが有効になっているストレージ・システムを検出する必要があります

[[ID1c7cdf71caa4bcd9c0f745bfde622d2a]]
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= 保護されていない仮想マシンを保護

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./manage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

レプリケーションを無効にした VM
ストレージポリシーを使用して作成された、保護されていない既存の仮想マシンに対して保護を設

定できます。保護を提供するには、 VM

ストレージポリシーを変更し、レプリケーショングループを割り当てる必要があります。

.このタスクについて

SVM に IPv4 と IPv6 の両方の LIF がある場合は、 IPv6 LIF

を無効にしてからディザスタリカバリのワークフローを実行する必要があります。

.手順

. 必要な仮想マシンをクリックして、デフォルトの VM

ストレージポリシーが設定されていることを確認します。

. 選択した仮想マシンを右クリックし、[MENU]、[VMポリシーの編集]の順にクリックします。

. レプリケーションが有効になっている VM ストレージポリシーを「 VM

ストレージポリシー」ドロップダウンから選択します。

. [*Replication group*] ドロップダウンからレプリケーション・グループを選択し

'[*OK*] をクリックします

+

仮想マシンの概要を確認し、仮想マシンが保護されていることを確認します。

+

[NOTE]

====

このリリースのVSC、VASA Provider、

SRA仮想アプライアンスでは、保護対象の仮想マシンのホットクローンはサポートされていません。

仮想マシンの電源をオフにしてからクローニング処理を実行する必要があります。

====

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

<<<
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